






































                                                             
1 「『もんぺ』の子どもたち」の『もんぺ』とは文集の名前を指している。1932 年度か













可能になる点にあった」[浅井 2000 : 31] と浅井は高く評価する。さらに、浅
井は国分の教えてくれる綴方と北方性教育運動の関係性についても論じてい

















暗示」[国分 1984 : 36]「題材採集期」[国分 1984 : 37]、「教える綴り方」[国
分 1984 : 46]、「小さい反省」[国分 1984 : 50] と書いている。本稿では、こ










る『綴方生活』によって培われたものだといわれる [伊藤 1990 : 209]。『綴方
生活』とは 1929(昭和 4)年 10 月に志垣寛名で刊行された雑誌である。後に志
垣は追放され、1930 年 10 月に第二次『綴方生活』が発刊される。その第二





[中内 2000 : 149-51]。調べる綴方は初期に滑川道夫「通行するものの研究」




	 だが、1931 年から批判的に再編成されはじめ、1934 年には提唱者自身が韜
晦しはじめる。例えば、滑川道夫(1906-1992) は「誤られたる『調べた綴方』」
(『綴方生活』1934 年 3 月号)において次のように書いている。「現行の如き「調
べた綴方」は、綴方の邪道である。」[滑川 1934 : 9] 滑川は「調べる」「観察
する」「研究する」等を否定しているわけではない。ただ、そのままの報告や
記録は追放に値するという[滑川 1934 : 9]。これに対して「綴方はあくまでも、
児童の生活の表現でなければならない」[滑川 1934 : 9] という。しかも、「作
者の個に統べられる情意性」[滑川 1934 : 9-10] によって貫かれた表現である。
また、小砂丘忠義(1897-1937) は「調べた綴方の位置と役割」(『綴方生活』
1934 年 9 月号) において「「調べた綴方」の陥りつつある殆んど共通な欠陥
は「調べさえすれば綴方ができる」と錯覚し、いわゆる調べた結果を平等無
差別に書きならべようとする所にある」[小砂丘 1934 : 4-5] と指摘し、「調べ
る行為や調べた事実は作者の情意によって統合されて表現されなければなら



















ムの基本的性格」[片岡 1984 : 85] と片岡は説明する。また、主観と客観を前
提とするとき、個人の印象や感覚は主観に、生活は客観に位置づけられるこ
とになる。「生活とは、心の動きによってとらえきれるようなものではなく、
社会的・客観的に存在しているもの」[片岡 1984 : 83] である。また、社会的・
客観的に存在しているものを捉える方法が「観察」である。社会的・客観的
に存在しているものを「誤りなくとらえるためには、「じっと観察」すること








	 1932 年 4 月、国分は『もんぺ』の子どもたちと調べる綴方の実践を行って
いる。この実践の背景には野村芳兵衛(1896-1986)「自然観察	 生活観察	 尋





対な「観察」と言う客観的方法を対峙させる必要がある。」[野村 1931 :15 ] 「自
然観察と、社会観察の上に立った綴方指導を計画する理由はそこにある。」[野
村 1931 :15 ] この野村の「尋三綴方指導計画」の影響のもとに、国分は村の
お祭を見て来て書くように指示を出している。この「観て来てかく綴り方」






























































が、指導面に明確には浮び出なかった。」[国分 1984 : 50-1] だが、なぜ「い
かに表わすか」が問題となるのか。国分は「子どもの調べた文をよむとき、
一つの明瞭さを感ずると一緒に、どことなく無味乾燥であり、羅列的である












なものではない。」[国分 1984 : 52-3] そして、この小さい反省から「「調べる
綴り方にも調べる事がらの姿を、様子をうつせ、そしてそこから見つけ出し














1934 年 7 月号)において、国分は次のように書いている。「自然観察の仕事が
教育的努力である限りに於いて、それは子供達の共感的意欲から出発した、
自然への親愛であり、正しき理解であり、ひいては子供達自身のよき生活方















































たい。」[国分 1934b : 115] と書いている。 
	 このことがよく現れているのが「農村教育からの綴方反省小片」(『実践国





んだ」[国分 1934c : 64] と書いている。そして、次のように続けている。「題
材の農村性を求める前に先ず生活の農村性をもたせねばいけないと思うよう






































せていくか」[今井	2009 : 15] を問題としており、そこに今井は「自発性の動











っているつもりだ。」[国分 1934a : 26]	 この時期、近藤益雄等によって自然
観察の童話の実践が行われている。国分もまたその影響を受けている[国分 
1984 : 59]。だが、自然観察の詩とは何か。国分は「自然への暖かな理解の結








はここにある。」[国分 1934a : 26 ]	 「子供達は自然を生ける姿として観察し
なければならない。そして自然に一つの共感をもたなければいけない。共感



























                                                             




も十分にうなずかれます。」(1934 年 4 月推定、成田忠久監修『手紙で綴る北方教育
の歴史』教育史料出版会、1999 年、88 頁) ただ、ここでは文学との関係において語





























国分一太郎「三年生の「教へてくれる」綴方」『北方教育』11 号、1933 年。 
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